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日時 平成２８年１月１０日（日）午前9時00分～11時 30分 

場所 酒匂川土手周辺 

講師 初瀬川 孝夫さん（小田原市立橘中学校教頭） 

参加者 １０人 

サポーター４人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これから、野鳥観察会を行います。 

冬は、とても野鳥を観察しやすい季節です。 

 はじめに、双眼鏡の使い方に慣れましょう。 

  

正しく双眼鏡を使うと、のぞいたときに一

つの円の中に景色が見えます。 

双眼鏡をのぞいて、もしも、ハート型みた

いに右と左の像が別れて見えたら、双眼鏡の

角度を変えて一つの像に見えるように調整し

てくださいね。 

 

 また、太陽は絶対に見ないでください。 
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 野鳥はじっとしていません。 

 双眼鏡で鳥を見るときは、例えば、電柱の

上に野鳥がいたら、まず、双眼鏡をのぞく前

に、目で電柱の上を見てください。 

そして次にそのまま顔は動かさず、目の位置

に双眼鏡を持ってくると、双眼鏡の中に野鳥

が入っています。 

 

  

  

 

 ちょうど電柱にカラスが隠れています。 

 そして、その左側の電線に一羽の野鳥がと

まっています。 

双眼鏡で見てみましょう。 

  

 ハシボソカラスとムクドリです。 

 

 柵の上にツグミがいます。 

 

 ツグミは冬にシベリアから日本へやってく

る渡り鳥です。 

 

 

「キチキチキチ・・・ 」  

どこかで鳴いている声は、モズの声です。 

 

野鳥観察は目だけではなく、耳でも確認す

ることができます。 

今日は、観察できた鳥をチェックリスト表

に記入しまがら観察をしてみましょう。 
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畑の鉄の棒の上にスズメく 

らいの大きさの野鳥がいま 

す。 

スズメに似ていますが顔の

模様がスズメと違いますね。 

この野鳥は、ホオジロです。 

             

 

 木の上にカラスが見えます。 

 大井町には、口ばしの形が異 

なるハシボソカラスとハシブト 

カラスがいます。 

 鳴き方は、ハシボソカラスは 

「ガーガー」ハシブトカラスは 

「カーカー」とにごりません。 

今、木の上にいるカラスはどち 

らのカラスでしょうか。 

 

ハシボソカラスですね。        

 

 

 

 

 

     ハクセキレイ 

 

 

 

 

 

     タヒバリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田んぼに首を振りながら餌を食べている野鳥がいます。 背が黒く、顔は目のところだけが黒いですね。  

この野鳥は、ハクセキレイです。また、セキレイの仲間であるタヒバリの声も聞こえました。 
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木に２羽のハトがいます。キジバトです。 

羽の模様が、うろこ模様がとてもきれいですね。 

キジバトは、首のところがコバルトブルーの毛が

あり、えりまきのように見えることから英語では

タートルダブ（エリマキバト）と呼ばれています。 

酒匂川の土手に来ました。 

川の中の石に白い鳥がいます。 

双眼鏡で見てみましょう。 

ダイサギです。口ばしは黄色くて脚は黒

いですね。 

翼を広げると１ｍ４０～５０ｃｍくらい 

になります。 
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土手の東側にある水路のフェンスの上にスズメくら

いの野鳥がいます。 

 

尾羽を振っています。 

 

モズです。かわいい顔をしていますね。 

 

 

 今、木の上で「ギ― 」という鳴き声が聞こえました。 

 見上げると、枝から枝に野鳥が動く影が見えます。 

 

この野鳥は、キツツキの仲間のコゲラです。 
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今年は、川の水量が少なく、また、暖冬のあるためかカモの仲間が少ないようです。 

けれども、カワアイサは今年もやってきていました。 

川原の木の上にスズメくらいの大きさの野鳥がいます。 

口ばしが黄色で羽のところに黄色い模様が見えますね。 

尾羽の先が二つに分かれています。 

 

子 「尾羽がエビフライみたい！」 

とても面白い表現ですね。この野鳥はカワラヒワです。 

 

また、川原のやぶの中から「チィ」とか「チィ・チィ」という

野鳥の鳴き声が聞こえます。 

これは、ホオジロやウグイスなどが冬の間に鳴く地鳴きです。 

上がオス 下はメスです。 
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ここで、質問です。 

カワアイサやダイサギは、魚を食べるとき、魚の頭から食べるでしょうか。それとも尻尾から食べ

るでしょうか？ 

正解は、頭から食べます。なぜかというと、尻尾から食べると、魚のうろこが引っ掛かり、うまく

のみこめないからです。 

カワアイサの顔をよく観察してみましょう。 

口ばしの先端が曲がっていて、かぎになっていますね。 

この口ばしでじょうずに魚を捕まえるのですね。 

 多くの野鳥は群れで行動します。 

 

子 「なぜ？みんなで食べると餌が

なくなっちゃうよ。」 

 

そうですね。けれどもたくさんの

目で餌を見つけると、餌がたくさん

見つけられますよね。 

このほかにも、チョウゲンボウや

アオアサギなどの野鳥も見ることが

できました。 
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 今日は、いろいろな野鳥を観察し

ました。そして。野鳥は、田んぼや

木の上、川など、いろいろな場所に

すみわけをして生活していることが

分かりました。 

 

今日、観察することができた野鳥を

チェックリスト表で確認してみまし

ょう。今日は、２２種類の野鳥を観

察したり、声を聞くことができまし

た。 

 酒匂川周辺には、たくさんの野鳥が

いることが分かりました、 

 これからも美しい自然を大切にして

いきたいですね。 


